
　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
お
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
で

し
ょ
う
か
。
い
よ
い
よ
蓮
の
花
の
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

各
地
よ
り
、
蓮
開
花
の
便
り
が
届
い
て
い
ま
す
。
清
楚
で

美
し
い
蓮
の
花
を
た
く
さ
ん
観
察
し
て
く
だ
さ
い
。
蓮
通

信
35
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
蓮
祭
り
特
集
と
「
蓮
Ｑ
＆
Ａ
」

第
２
弾
（
０
１
４
な
ど
８
本
）
で
す
。

　

盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
る
、
当
会
サ
イ
ト
「
蓮
談
義
」

に
書
込
み
下
さ
い
。「
蓮
の
Ｑ
＆
Ａ
」
も
間
も
な
く
開
設
！

当
面
は
100
問
を
目
標
。
お
気
づ
き
の
点
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
事
務
局
ま
で
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

　

第
37
回
例
会
の
お
し
ら
せ
「
観
蓮
会
」

日　

時　

７
月
14
日
（
土
）　

５
時
〜
12
時　

雨
天
決
行

場　

所　

東
京
大
学
緑
地
植
物
実
験
所　

住　

所　

千
葉
市
花
見
川
区
畑
町
１
０
５
１

集　

合　

東
大
植
物
実
験
所
に
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

雨
天
決
行　

当
日
、
車
で
お
越
し
の
方
、
実
験
所
周
辺
が

　
　
　
　

大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
早
め
に
来
て
く
だ
さ
い
。

当
日
事
務
局
の
電
話　

090

‐3596
‐2822

問
合
せ　

６
月
28
日
〜
７
月
６
日
の
期
間
は
、
千
島
理
事

　
　
　
　

に
連
絡
下
さ
い
。090

‐1535
‐3939

　

東
京
大
学
安
田
講
堂
前
に
蓮
の
花
を
展
示

　

展
示
期
間　

７
月
21
日
（
土
）
〜
８
月
10
日
（
金
）

　

東
京
大
学
は
今
年
、
創
立
百
三
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

２
０
０
８
年
春
ま
で
記
念
事
業
、
式
典
、
イ
ベ
ン
ト
が
行

な
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
記
念
行
事
の
一
つ
と
し
て
、
東

京
大
学
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
安
田
講
堂
前
に
、
約
200
鉢
の

蓮
の
花
が
展
示
さ
れ
ま
す
。
銀
杏
並
木
か
ら
時
計
台
を

バ
ッ
ク
に
見
る
、
蓮
の
花
は
壮
観
だ
と
思
い
ま
す
。
展
示

用
の
蓮
は
、
東
京
大
学
農
学
部
緑
地
植
物
実
験
所
で
順
調

に
育
っ
て
い
ま
す
。

　
『
蓮
文
化
だ
よ
り
12
号
』
原
稿
募
集

　
『
蓮
文
化
だ
よ
り
』
12
号
を
明
年
一
月
、
発
行
の
予
定
で

す
。
原
稿
締
切
り
は
九
月
末
日
で
す
。
随
筆
、
創
作
、
観

蓮
記
、
研
究
な
ど
蓮
に
関
す
る
も
の
で
し
た
ら
内
容
は
問

い
ま
せ
ん
が
、
独
創
的
な
も
の
を
歓
迎
し
ま
す
。

　

一
人
一
ペ
ー
ジ
を
原
則
と
し
、
文
字
数
は
二
千
字
か
ら

二
千
五
百
字
で
す
。
二
ペ
ー
ジ
に
な
る
方
は
、　

五
千
字

を
限
度
と
い
た
し
ま
す
。、
写
真
、
図
版
は
多
め
に
添
え

　

蓮
祭
り
・
観
蓮
会

　

東
南
植
物
楽
園
・
蓮
祭
り　

沖
縄
県
沖
縄
市

日　

程　

５
月
26
日
（
土
） 

〜 

７
月
16
日
（
月
）

開　

園　

午
前
９
時 

〜 

17
時
30
分

入
園
料　

大
人
千
円
（
高
校
生
以
上
）　

小
人
五
百
円

　

二
千
坪
の
湖
に
蓮
が
咲
い
て
い
ま
す
。蓮
め
ぐ
り
ツ
ア
ー
、

　

写
真
撮
影
会
、
蓮
文
様
の
紅
型
地
作
り
等
あ
り
。
有
料
。

問
合
せ　

東
南
植
物
楽
園　

098

‐939

‐2555　

U
RL　

http://w
w
w
.sebg.co.jp

　

行
田
古
代
蓮
の
里
・
蓮
祭
り　

埼
玉
県
行
田
市

日　

程　

６
月
16
日
（
土
） 

〜 

８
月
12
日
（
日
）

駐
車
場
料
金　

蓮
祭
り
期
間
中
500
円

観
蓮
会　

７
月
15
日
（
日
）
午
前
７
時
よ
り

催　

物　

蓮
粥
、
蓮
茶
、
蓮
も
ち
つ
き
、
野
点
、
大
正
琴
演

               

奏
、
合
唱
、
ウ
ク
レ
レ
、
オ
カ
リ
ナ
、
投
句
会

問
合
せ　

古
代
蓮
会
館　

048

‐559

‐0770

会
期
中　

JR
高
崎
線
行
田
駅
前
〜
古
代
蓮
の
里
バ
ス
運
行

　

原
市
沼
の
古
代
蓮
園
・
開
園　

埼
玉
県
上
尾
市

日　

程　

６
月
20
日
（
水
） 

〜 

８
月
15
日
（
水
）

　
　
　
　

午
前
５
時
よ
り
開
放

大
宮
駅
よ
り
ニ
ュ
ー
シ
ャ
ト
ル
で
沼
南
駅
下
車  

徒
歩
５
分

問
合
せ　

原
市
沼
を
愛
す
る
会　

048

‐721

‐1654

　

荒
神
谷
は
す
ま
つ
り　

島
根
県
斐
川
町　

日　

程　

６
月
30
日
（
土
） 

〜 

７
月
１
日
（
日
）
９
時
〜

　
　
　
　

午
後
４
時　

象
鼻
杯
、
斐
川
町
特
産
品
販
売

交　

通　

JR
山
陰
本
線
庄
原
駅
下
車
タ
ク
シ
ー
５
分

問
合
せ　

斐
川
町
博
物
館　

0853

‐72

‐9044

　

第
４
回
唐
比
蓮
祭
り　

長
崎
県
諫
早
市

日　

程　

７
月
１
日
（
日
）　

午
前
10
時
開
会

会　

場　

唐
比
蓮
園　

諫
早
市
森
山
町
唐
比
東　
　
　
　

問
合
せ　

山
口　

0
9
5
7

‐3
6

‐1
8
7
2

　

南
条
花
蓮
公
園
第
15
回
蓮
ま
つ
り　

福
井
県
南
越
前
町

日　

程　

７
月
１
日
（
日
）
〜 

７
月
29
日
（
日
）　　
　

花
は
す
燈
ろ
う　

７
月
13
日 

〜 

19
日
19
時 

〜 

21
時

　
　
　
　

象
鼻
杯
、
藕
紙
作
り
体
験
、
花
蓮
資
料
展

問
合
せ　

役
場
商
工
観
光
課　

0778

‐47

‐8002

て
く
だ
さ
い
。
原
稿
・
写
真
は
レ
イ
ア
ウ
ト
せ
ず
お
送
り

願
い
ま
す
。
図
版
の
選
択
は
編
集
部
に
一
任
く
だ
さ
い
。

会
員
の
展
覧
会

　

木
暮
照
子
人
形
展
「
蓮
・
心
・
形
」

　

熊
谷
市
・
八
木
橋
デ
パ
ー
ト
８
Ｆ
カ
ト
レ
ア
ホ
ー
ル

６
月
28
日
（
木
）
〜 

７
月
３
日
（
火
）
入
場
料
一
般
500
円

午
前
10
時
〜
午
後
６
時
（
最
終
日
は
午
後
５
時
で
終
了
）

古
代
蓮
に
魅
せ
ら
れ
て
25
年
、
以
来
制
作
し
た
代
表
作
50
余

点
が
展
示
さ
れ
ま
す
。
招
待
作
家
・
染
色
家  

辻
信
夫
氏

問
合
せ　

八
木
橋　

048

‐523

‐1111　

　

工
藤
愛
子
「
絹
蓮
」
展　

　

ギ
ャ
ラ
リ
ー　

モ
ナ　
　

７
月
５
日
（
木
） 

〜 

15
日
（
日
） 12

:0
0

〜1
9
:0
0

場
所   

港
区
麻
布
十
番
２
‐
11
‐
３　

加
美
弥
ビ
ル
１
Ｆ

昔
か
ら
の
素
材
「
絹
」
と
現
代
の
素
材
「
樹
脂
粘
土
」
を

組
合
せ
て
創
作
し
た
蓮
の
蕾
、
開
花
、
枯
蓮
、
蓮
根
を
イ

ン
テ
リ
ア
フ
ラ
ワ
ー
と
し
て
ア
レ
ン
ジ
し
た
30
点
。

問
合
せ  

ギ
ャ
ラ
リ
ー 

モ
ナ 

電
話 03

‐3451

‐3017
http://w

w
w
.m

‐net21.org

　

加
藤
祐
子
・
木
暮
照
子
・
三
浦
功
大 「
花
蓮
」 三
人
展

　

ぎ
ゃ
ら
り
ー
Ｆ
Ｒ
Ｏ
Ｍ
ま
え
ば
し　

群
馬
県
前
橋
市

８
月
３
日
（
金
）
〜  

８
月
12
日
（
日
）11:00

〜18:00

陶
・
人
形
・
写
真
と
表
現
方
法
は
違
い
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ

れ
蓮
を
テ
ー
マ
に
制
作
し
て
い
る
三
人
展
で
す
。

場　

所　

前
橋
市
上
小
出
町
２
‐
10
‐
18

問
合
せ　

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ 027

‐232

‐6838
http://w

w
w
.from

‐m
aebashi.com

　

新
会
員
紹
介
（
５
月
〜
６
月
に
入
会
さ
れ
た
方
）

飯
田
高
憲　

〒
四
一
〇
‐
〇
八
一
七

　

静
岡
県
沼
津
市
本
郷
町

　

電
話
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
５
５
‐
９
３
２

川
野
訓
志　

〒
一
五
一
‐
〇
〇
六
一

　

東
京
都
渋
谷
区
初
台
１

　

電
話
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
３
‐
３
３
７
３
‐
９
７
８
７

工
藤
正
司
（
行
田
市
長
）
〒
三
六
一
‐
〇
〇
六
二

　

埼
玉
県
行
田
市
谷
郷
３

　

電
話　

０
４
８
‐
５
５
５

- １ -



　

燕
趙
園
・
観
蓮
会　

鳥
取
県
湯
梨
浜
町　

日　

程　

７
月
21
日
（
土
）、
22
日
（
日
）、
28
日
（
土
）、
29
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
６
時
30
分
開
園　

蓮
茶
、
象
鼻
杯
体
験
あ
り

交　

通　

JR

山
陰
本
線
倉
吉
駅
下
車
タ
ク
シ
ー
５
分

問
合
せ　

燕
趙
園　

0858

‐32

‐2180　

　

三
渓
園
・
観
蓮
会　

横
浜
市
・
中
区　

日　

程　

７
月
21
日
、
22
日
、
28
日
、
29
日
、
８
月
４
日
、
５
日
は

　
　
　
　

午
前
６
時
開
園

問
合
せ　

三
渓
園
保
勝
会　

045

‐621

‐0634

〜5
U
RL　

http://w
w
w
.sankeien.or.jp

　

甘
粕
「
大
使
蓮
ま
つ
り
」　

埼
玉
県
美
里
町

日　

程　

７
月
28
日
（
土
）
〜
７
月
29
日
（
日
）　

場　

所　

埼
玉
県
児
玉
郡
美
里
町
甘
粕
１
５
９
４　

長
岡
池

　
　
　
　

蓮
の
開
花
期
間
は
７
月
上
旬
か
ら
８
月
下
旬

問
合
せ　

美
里
町
観
光
協
会　

0495

‐76

‐1111　

内
53

　

近
江
妙
蓮
保
存
会
観
蓮
会　

滋
賀
県
守
山
市

日　

程　

７
月
29
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分 

〜

場　

所　

滋
賀
県
守
山
市
中
町
39

問
合
せ　

近
江
妙
蓮
資
料
館    077

‐582

‐1340　

　

草
津
市
立
水
生
植
物
園
み
ず
の
森　

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ　

滋
賀
県

日　

程　

ハ
ス
祭
り　

７
月
28
日
（
土
）、
29
日
（
日
）

　
　
　
　

象
鼻
杯
、
野
点
、
ハ
ス
の
生
花
、
俳
句
会
、
写
真
撮
影
会

開
園
時
間　

６
月
19
日
〜
９
月
２
日　

午
前
７
時
〜
午
後
５
時　

場　

所　

滋
賀
県
草
津
市
下
物
町
１
０
９
２

入
場
料　

大
人
３
０
０
円　

小
・
中
学
生
１
５
０
円

問
合
せ　

水
生
植
物
園
み
ず
の
森   077

‐568

‐2332　

U
RL　

http://w
w
w
.m
izunom

ori.jp

　

伊
豆
沼
・
内
沼
は
す
祭
り　

宮
城
県
栗
原
市
・
登
米
市　

日　

程　

８
月
１
日
（
水
） 

〜 

８
月
31
日
（
金
）

伊
豆
沼
（
面
積
289
㌶
）
内
沼
（
98
㌶
）
一
面
を
覆
い
つ
く
し
て
蓮
が

咲
き
ま
す
。
祭
り
の
期
間
中
は
蓮
見
舟
が
運
行
さ
れ
ま
す
。

蓮
見
舟
乗
場　

乗
舟
料
金　

大
人　

６
０
０
円　

小
人
４
０
０
円

　

栗
原
市
若
柳
会
場
・
栗
原
市
築
舘
会
場
・
登
米
市
新
田
会
場　
　

問
合
せ　

栗
原
市
商
工
観
光
課   0228

‐22

‐1151　

　
　
　
　

登
米
市
商
工
観
光
課　

0220

‐34

‐2734　

　

薬
師
池
公
園
・
第
30
回
観
蓮
会　

東
京
町
田
市　

日　

程　

８
月
５
日
（
日
）
午
前
６
時
〜
７
時

交　

通　

小
田
急
線
町
田
駅
北
口
Ｐ
Ｏ
Ｐ
ビ
ル
先
21
番
乗
場
か
ら

　
　
　
　

町
53
系
統
、
町
55
系
統
で
薬
師
池
下
車

問
合
せ　

町
田
市
公
園
緑
地
課　

042

‐793

‐7611

　

神
奈
川
県
立
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
大
船
植
物
園　

神
奈
川
県
鎌
倉
市

日　

程　

７
月
14
日
（
土
） 

〜 

16
日
（
祝
）　

開
園
６
時

問
合
せ　

大
船
植
物
園　

0467

‐46

‐2188

（
代
表
）

入
園
料　

20
歳
以
上
３
５
０
円 

学
生
．
20
歳
未
満
２
５
０
円 

　

東
京
大
学
緑
地
植
物
園
実
験
所　

千
葉
県
花
見
川
区

日　

程　

７
月
14
日
（
土
）　

開
園
６
時 

　
　
　
　

JR
検
見
川
駅
よ
り
徒
歩
15
分
、
タ
ク
シ
ー
あ
り
。

　
　
　
　

東
大
グ
ッ
ズ
、
野
点
、
鉢
植
え
等
の
販
売
あ
り
。

問
合
せ　

東
大
緑
地
植
物
園
実
験
所　

043

‐273

‐8326

　

岡
山
後
楽
園　

観
蓮
節　

岡
山
県
岡
山
市

日　

程　

７
月
15
日
（
日
）　

開
園
午
前
４
時
〜
８
時 

　
　
　
　

入
場
券
・
茶
券
・
点
心
券
が
セ
ッ
ト
の
前
売
券
を
市
内
の

　
　
　
　

辻
利
園
と
常
照
園
で
販
売
中

問
合
せ　

岡
山
後
楽
園　

086

‐272

‐1148
U
RL　

   http://w
w
w
.okayam

a

‐korakuen.jp

　

宝
蔵
寺
・
蓮
ま
つ
り　

多
田
昭
道
（
会
員
）　

福
島
県
三
春
市

日　

程　

７
月
15
日
（
日
） 

〜 

８
月
15
日
（
水
）

　
　
　
　

浄
土
大
曼
荼
羅
図
公
開
、
木
暮
照
子
人
形
展
、
投
句
会

観
蓮
会　

７
月
29
日  

午
前
６
時
よ
り  

野
点
大
服
朝
茶
会
、
象
鼻
杯

問
合
せ　

宝
蔵
寺　

0247

‐62

‐2637
　

第
28
回
上
越
は
す
ま
つ
り　

新
潟
県
上
越
市

日　

程　

７
月
20
日
（
金
） 

〜 

８
月
26
日
（
日
）

　
　
　
　

期
間
中
の
土
、
日
、
西
堀
橋
で
蓮
の
無
料
ガ
イ
ド
あ
り

場　

所　

新
潟
県
上
越
市
・
高
田
公
園
他

問
合
せ   

上
越
市
観
光
振
興
課 025

‐526

‐6901 

内
線1262

U
RL　

　

http://w
w
w
:sity.joetsu.niigata.jp/

　

第
１
回　

代
通
寺　

蓮
ま
つ
り　

橋
爪
一
能
（
会
員
）

日　

程　

７
月
21
日
（
土
）、
22
日
（
日
）　

早
朝
よ
り
観
蓮
で
き
る

　
　
　
　

蓮
飯
、
蓮
茶
、
蓮
茶
ア
イ
ス
、
蓮
の
実
甘
納
豆
の
サ
ー
ビ
ス

場　

所　

静
岡
県
富
士
市
大
淵2132　

代
通
寺　

問
合
せ　

代
通
寺　

0545

‐35
‐0564

　

桑
折
町
第
５
回
蓮
ま
つ
り　

会
員　

福
島
県
桑
折
町

日　

程　

７
月
21
日
（
土
）、
22
日
（
日
）　

午
前
６
時
〜
午
後
12
時

場　

所　

桑
折
町
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
や
す
ら
ぎ
園
」
前
広
場　

朝　

市　

特
産
品　

蓮
の
実
・
葉
入
り
う
ど
ん
な
ど
販
売　

問
合
せ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
花
の
郷
夢
工
房　

024

‐582
‐1231

　

長
南
町
花
蓮
栽
培
組
合
・
観
蓮
会　

千
葉
県
長
生
郡
長
南
町

日　

程　

７
月
21
日
（
土
）、
22
日
（
日
）　

午
前
８
時
〜
午
後
３
時

場　

所　

長
南
町
花
蓮
栽
培
組
合
展
示
圃　

問
合
せ　

長
南
町
役
場
税
務
課　

大
森
様　

0475

‐46

‐2118

　

京
都
府
立
植
物
園    

京
都
市
左
京
区

７
月
６
日
（
金
） 

〜 

16
日
（
祝
）
碗
蓮  

約
50
鉢
を
展
示

植
物
園
教
室　

７
月
７
日
（
土
）「
蓮
の
栽
培
・
実
生
栽
培
」

　
　
　
　
　
　

午
後
１
時 

〜 

３
時　

２
階
研
修
室　

定
員
60
名

講
演
会　

７
月
８
日
（
日
）「
幻
の
巨
椋
池
の
蓮
」
講
師
・
金
子
明
雄

　
　
　
　
　
　

 
受
付
13
時　

講
演
１
時
30
分
〜
３
時
２
階
研
修
室

季
節
の
観
察
会　

７
月
28
日
（
土
）  

〜 

29
日
（
日
）　

午
前
７
時

問
合
せ　

京
都
府
立
植
物
園  075

‐701

‐0141　

U
RL　

http://w
w
w
.pref.kyoto.jp/plant/

　

第
２
回
京
都　

花
は
す
灯
ろ
う
祭　

①
７
月
６
日
（
金
）
〜 

７
日
（
金
）　

午
後
７
時
〜
９
時

　

内
田
蓮
華
苑
（
花
は
す
灯
ろ
う
祭
創
生
の
地
）

　

場
所　

京
都
市
久
御
山
町
東
一
口　

②
７
月
13
日
（
金
） 

〜 

19
日
（
木
）
午
後
７
時
〜
９
時

　

福
井
県
南
越
前
町
花
は
す
公
園　

花
は
す
灯
ろ
う
祭

　

問
合
せ　

南
越
前
町
商
工
観
光
課   0778

‐47

‐8002　

③
７
月
27
日
（
金
） 

〜 

28
日
（
土
）
午
後
７
時
〜
９
時

　

花
空
間
け
い
は
ん
な　

花
は
す
灯
ろ
う
祭　

　

場
所　

京
都
府
精
華
町
北
稲
八
間
大
路（
旧
京
都
フ
ラ
ワ
セ
ン
タ
ー
）

　

問
合
せ　

花
空
間
け
い
は
ん
な　

0774

‐93

‐0811　

　

主
催  

中
川
光
年
（
善
子
）
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ 075

‐392

‐5741

　

森
川
花
は
す
田
・
第
24
回
蓮
見
の
会　

愛
知
県
愛
西
市
森
川
町

日　

程　

７
月
８
日
（
日
）
午
前
８
時
〜
11
時
（
雨
天
決
行
）

　
　
　
　

野
点
（
呈
茶
券
一
枚
100
円
）、
特
産
物
販
売
、
こ
ど
も

　
　
　
　

写
生
会　

近
く
に
旧
立
田
村
の
「
赤
蓮
保
存
田
」
が
あ
る
。

問
合
せ　

八
開
庁
舎
社
会
教
育
課　

0567

‐37

‐0231

　

水
郷
佐
原
水
生
植
物
園
は
す
祭
り　

千
葉
県
香
取
市

日　

程　

７
月
７
日
（
土
）
〜  

８
月
５
日
（
日
）
開
園
８
時
〜
16
時

観
蓮
会　

７
月
８
日  

15
日  

16
日  

22
日  

29
日  

８
月
５
日  

開
園
６
時　

　
　
　

 　

象
鼻
杯
、
蓮
茶
（
６
時
〜
10
時
）
な
ど
あ
り

問
合
せ　

水
郷
佐
原
水
生
植
物
園　

0478

‐56

‐0411　

U
RL　

http://w
w
w
.city.katori.lg.jp/

　

府
中
市
第
47
回
蓮
を
観
る
会　

東
京
府
中
市

日　

程　

７
月
13
日
（
金
）
〜  

７
月
15
日
（
日
）
午
前
７
時 

〜 

９
時

場　

所　

府
中
市
民
健
康
セ
ン
タ
ー　

い
こ
い
の
森　

修
景
池

　
　
　
　

東
京
都
府
中
市
矢
崎
町
５
丁
目
５
番
地

問
合
せ　

公
園
緑
地
課
自
然
保
護
係　

042

‐335

‐4315　

U
RL　
　

http;//w
w
w
.city.fuchu.tokyo.jp/

- ２ -
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０
１
４

　

蓮
の
香
り
の
正
体
は
？

　

蓮
の
花
の
匂
い
を
、
あ
な
た
は
嗅
い
だ
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

　

花
の
種
類
を
、
匂
い
で
判
別
で
き
る
の
は
、
そ
の
花
が
空
気
中

に
発
し
て
い
る
種
々
の
化
学
物
質
に
よ
る
刺
激
を
、
あ
な
た
の
脳

が
総
合
的
に
記
憶
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

香
り
の
溶
媒
抽
出
成
分
を
分
析
す
る
と
、
70
種
類
ほ
ど
の
成
分

が
検
出
さ
れ
ま
す
が
、主
と
し
て
は
10
種
類
で
す
。
ヘ
ッ
ド
ス
ペ
ー

ス
香
気
成
分
分
析
で
は
、
主
と
し
て
４
種
類
の
主
成
分
が
、
蓮
の

香
り
の
特
徴
を
表
現
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
そ
の
代
表
が
、1,4

‐D
im
ethoxybenzene

で
、そ
の
化
学
式
はC6H4(O

CH3) 2

で
す
。

　

面
白
い
こ
と
に
、
蓮
の
品
種
に
よ
っ
て
香
り
に
差
異
が
あ
り
ま

す
。
か
つ
て
資
生
堂
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
蓮
の
香
り
の
分
析
結

果
が
紹
介
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　

蓮
の
花
の
香
り
は
、
花
弁
よ
り
は
、
主
と
し
て
雄
蕊
か
ら
で
て

い
ま
す
。
蓮
の
花
の
受
粉
は
昆
虫
が
行
い
ま
す
が
、
蓮
は
蜜
を
出

し
て
い
ま
せ
ん
か
ら
、
虫
を
集
め
る
の
に
匂
い
が
利
用
さ
れ
て
い

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
花
粉
の
成
熟
度
と
香
気
成
分
の

量
の
変
化
、
発
熱
の
相
関
か
ら
想
像
さ
れ
る
こ
と
で
す
。

　

蓮
の
葉
に
も
、
香
り
が
あ
り
ま
す
。
中
国
の
「
西
湖
紅
蓮
」
は
、

葉
の
香
気
が
際
立
っ
た
品
種
と
し
て
有
名
で
す
。
蓮
の
葉
の
精
油

成
分
は
、
ア
ル
カ
ン
や
リ
ナ
ロ
ー
ル
、
α―

テ
ル
ピ
オ
ー
ル
な
ど

の
よ
う
で
す
。
蓮
の
葉
茶
は
、
蓮
茶
（
お
茶
に
雄
蕊
や
蓮
花
の
香

り
を
う
つ
し
た
も
の
）
と
同
様
、
愛
飲
さ
れ
ま
す
。
ハ
ス
の
葉
で

包
ん
で
調
理
し
た
料
理
も
ま
た
口
福
の
ひ
と
つ
で
す
。（
Ｋ
）　　

　

０
１
５

　

蓮
の
花
が
開
く
と
き
、
音
が
す
る
？

　

音
は
、
し
ま
せ
ん
。

　

古
今
の
有
名
な
作
家
や
文
化
人
が
、「
蓮
の
花
が
開
く
時
、
ポ

ン
と
清
ら
か
な
音
が
す
る
」
と
書
い
た
り
、
話
し
て
い
ま
す
。
な

ぜ
で
し
ょ
う
？

　

生
物
関
係
者
で
は
、
市
村
塘
（
ツ
ツ
ム
）
氏
が
明
治
27
年
、『
植

物
学
雑
誌
』（
91
号
）
の
雑
録
に
、「
不
忍
池
で
夜
明
け
と
と
も
に

音
を
発
す
る
の
を
聞
い
た
」
と
書
い
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
ま
だ
学
生
だ
っ
た
生
物
学
者
の
三
宅
驥
一
氏
は
明

治
31
年
、
同
上
雑
誌
（
１
４
２
号
）
の
論
説
に
「
蓮
ニ
関
ス
ル
ノ

生
理
的
観
察
」
を
発
表
。
小
石
川
の
植
物
園
で
開
花
を
見
守
り
、

開
花
の
様
子
、
発
熱
の
測
定
、
葉
の
伸
長
、
花
梗
の
伸
長
な
ど
を

詳
細
に
調
べ
て
、「
開
花
ニ
カ
ン
ス
ル
二
三
ノ
生
理
的
観
察
」（
和

文
、
英
文
）
で
は
「
余
ハ
…
終
ニ
開
花
時
ニ
於
テ
音
ヲ
発
ス
ル
ヲ

聞
カ
ザ
リ
キ
…
」
と
結
論
し
て
い
ま
す
。

　

昭
和
10
年
、
不
忍
池

で
「
観
蓮
節
」
を
復
活

さ
せ
よ
う
と
、「
蓮
博
士
」

大
賀
一
郎
、
牧
野
富
太

郎
、
三
宅
驥
一
た
ち
が

集
ま
り
ま
し
た
。
弁
天

堂
前
の
石
橋
付
近
で
実

地
検
証
し
た
結
果
、「
蓮

の
開
花
に
は
発
音
は
伴

わ
な
い
」
と
し
ま
し
た

が
、『
朝
日
新
聞
』
紙
上

で
論
議
が
起
き
ま
し
た
。

　

翌
11
年
（
１
９
３
６

年
）
７
月
24
日
、
観
蓮

節
の
際
に
は
、
マ
イ
ク

ロ
フ
ォ
ン
等
も
準
備
さ

れ
ま
し
た
が
、
音
は
拾
え
ま
せ
ん
で
し
た
。『
読
売
新
聞
』
７
月
25

日
夕
刊
に
は
「
マ
イ
ク
も
沈
黙
し
て
音
な
く
咲
く
蓮
の
花
」「
三
度

目
の
実
験
…
俗
説
を
破
る
」
と
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
本
に
は
、
虫
の
音
の
違
い
を
聞
き
分
け
、
風
の
音
に
も
季
節

を
感
じ
て
き
た
文
化
が
あ
り
ま
す
。「
蓮
の
音
」の
真
偽
と
騒
動
は
、

こ
う
し
た
情
緒
を
背
景
に
し
て
、考
え
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。（
Ｋ
）

　

０
１
８

　

蓮
の
花
は
４
日
の
命
？

　

蓮
の
花
の
蕾
が
水
中
か
ら
顔
を
出
し
、
凛
と
し
て
立
ち
上
が
り
、

し
だ
い
に
ふ
っ
く
ら
丸
み
を
帯
び
な
が
ら
、
20
日
ほ
ど
す
る
と
開
花

し
ま
す
。
蓮
の
花
が
咲
く
時
間
は
早
朝
で
す
。
ま
た
、
一
番
美
し
い

の
も
早
朝
で
す
。
蓮
の
花
は
開
閉
を
３
日
間
繰
り
か
え
し
て
、
４
日

目
、
花
弁
は
全
部
散
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
蓮
の
花
は
常
に
同
じ
姿
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
４
日
間
、
そ
の
形
を
変
え
ま
す
。

　

開
花
１
日
目　

早
朝
５
時
か
ら
６
時
頃
よ
り
開
き
は
じ
め
ま
す
。

蕾
の
先
が
４
〜
５
cm
ほ
ど
開
花
す
る
と
、
そ
れ
以
上
は
開
か
ず
、
や

が
て
元
の
蕾
の
状
態
に
も
ど
り
ま
す
（
舞
妃
蓮
・
ミ
セ
ス
ス
ロ
ー
カ

ム
な
ど
黄
紅
系
統
の
蓮
は
半
開
ま
で
）。

　

開
花
２
日
目　

早
朝
７
〜
８
時
頃
ま
で
に
開
花
し
ま
す
。
こ
の
時

の
花
が
最
も
美
し
く
、
花
の
色
が
一
番
鮮
や
か
で
す
。
花
托
も
黄
金
色

に
輝
き
、
雄
蕊
か
ら
の
香
り
が
最
も
強
い
時
で
す
。
花
は
少
し
ず
つ
閉

じ
て
昼
頃
ま
で
に
は
完
全
に
元
の
蕾
の
状
態
に
も
ど
り
ま
す
。　

　

開
花
３
日
目　

早
朝
よ
り
咲
き
は
じ
め
、
８
時
頃
ま
で
に
完
全
に

開
き
、
花
径
が
最
大
に
な
り
ま
す
。
花
托
の
雌
蕊
は
受
粉
し
て
柱
頭

が
黒
く
な
り
ま
す
。
開
花
が
２
日
目
か
３
日
目
の
花
か
を
見
分
け
る

に
は
、
柱
頭
を
見
れ
ば
分
か
り
ま
す
。
花
は
昼
頃
か
ら
閉
じ
は
じ
め

ま
す
が
、
半
開
の
ま
ま
４
日
目
を
迎
え
ま
す
。
３
日
目
に
な
る
と
紅

蓮
系
統
の
品
種
は
か
な
り
退
色
し
ま
す
。

　

４
日
目　

夜
半
よ
り
開
き
は
じ
め
、
７
時
頃
ま
で
に
完
全
に
開
き

き
り
、
早
い
も
の
は
９
時
頃
よ
り
花
弁
が
散
り
は
じ
め
ま
す
。
午
後

に
は
完
全
に
散
っ
て
、
花
托
と
雄
蕊
だ
け
が
残
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
蓮
の
花
は
早
朝
に
咲
き
ま
す
の
で
、
早
起
き
し
て

出
か
け
ま
し
ょ
う
。
姿
、
形
、
色
は
開
花
２
日
目
が
最
も
綺
麗
で
す
。

ま
た
、
花
容
は
常
に
変
化
し
て
い
ま
す
の
で
、
何
日
か
続
け
て
観
察

す
る
と
い
い
で
し
ょ
う
。（
Ｚ
）

　

０
１
９

　

最
初
に
観
蓮
を
し
た
人
は
、
だ
れ
？

　

沼
や
池
に
自
然
に
咲
く
蓮
で
な
く
、
人
工
的
な
環
境
で
の
観
蓮
な

ら
ば
、
そ
れ
は
呉
の
夫
差
（
ふ
さ
）
が
寵
愛
し
た
西
施
（
せ
い
し
）

だ
と
さ
れ
ま
す
。
少
な
く
と
も
、
記
録
に
残
さ
れ
て
い
る
限
り
で
は
、

そ
う
な
る
よ
う
で
す
。

　

西
施
は
越
の
美
人
で
、
楊
貴
妃
と
と
も
に
中
国
の
四
大
美
女
の
ひ

と
り
と
さ
れ
ま
す
。
西
施
を
寵
愛
し
、
彼
女
の
た
め
に
観
蓮
の
池
ま

で
造
っ
て
や
っ
た
の
は
、
呉
の
国
王
の
夫
差
で
す
。　

　

こ
の
２
つ
の
国
は
、「
呉
越
同
舟
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、

実
力
は
互
角
、
い
わ
ば
好
敵
手
の
関
係
で
し
た
。
な
ぜ
越
の
美
女
が
、

呉
王
の
愛
妃
に
？　

と
い
う
興
味
ぶ
か
い
テ
ー
マ
に
関
心
を
も
つ
人

は
、
中
国
の
古
代
史
を
勉
強
く
だ
さ
い
。

　

約
２
５
０
０
年
前
、西
施
が
観
蓮
を
し
た
「
玩
花
池
」（
が
ん
か
ち
）

は
、
現
存
し
て
い
ま
す
。

　

蘇
州
の
呉
中
区
（
も
と
の
呉
県
）
の
景
勝
地
と
し
て
有
名
な
霊
岩

山
に
あ
り
ま
す
。
た
て
横
が
約
12
ｍ
あ
り
、
浮
い
て
い
た
の
は
（
残

念
な
が
ら
）
睡
蓮
の
葉
で
し
た
。

　

西
施
が
愛
し
た
の
は
、
紅
蓮
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
呉
県
の
西
に
は
、

「
呉
越
を
孕
（
は
ら
）
む
」
と
さ
れ
る
太
湖
（
た
い
こ
。
琵
琶
湖
の

３
倍
以
上
）
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
生
息
し
て
い
た
紅
い
花

の
蓮
を
、
夫
差
は
霊
岩
山
に
移
植
し
、
西
施
の
歓
心
を
買
お
う
と
し

た
の
で
す
。
な
に
し
ろ
彼
女
は
、
笑
わ
な
い
こ
と
で
有
名
で
あ
り
、

顰
（
ひ
そ
み
）
に
倣
（
な
ら
）
う
と
い
う
故
事
の
人
で
す
か
ら
。

　

ち
な
み
に
、
唐
の
玄
宗
皇
帝
が
楊
貴
妃
と
と
も
に
観
蓮
を
し
た
太

液
池
（
た
い
え
き
ち
、
西
安
）
の
遺
跡
が
、
昨
年
（
２
０
０
６
）
発

掘
さ
れ
、
蓮
の
葉
の
化
石
が
出
土
し
て
い
ま
す
。（
Ｇ
）

　

０
２
１

　

蓮
の
花
で
、
街
を
飾
っ
た
最
初
は
？　
　
　
　
　
　

　

１
９
９
６
年
６
月
、
中
国
・
マ
カ
オ
を
訪
れ
ま
し
た
。
街
の
あ
ち

こ
ち
の
広
場
に
は
、
千
を
単
位
と
す
る
蓮
の
鉢
が
並
ん
で
い
て
、
蓮
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の
花
を
市
民
が
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
の
光
景
を
見
た
時
の
驚
き

は
、
今
も
鮮
明
に
記
憶
し
て
い
ま
す
。　
　
　

　

２
０
０
５
年
に
訪
れ
た
、
山
東
省
済
南
市
・
泉
城
で
は
、
公
園
の

街
路
樹
の
下
に
、
鉢
植
え
の
蓮
の
花
が
並
べ
ら
れ
、
公
園
中
央
の
大

噴
水
は
蓮
の
花
の
オ
ブ
ジ
ェ
で
、
音
楽
に
あ
わ
せ
て
水
煙
が
勢
い
よ

く
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
２
０
０
６
年
、
浙
江
省
の
杭
州
市
に
あ
る

西
湖
を
訪
ね
ま
し
た
。
そ
こ
の
曲
院
風
荷
の
歩
道
に
は
、
鉢
植
え
の

蓮
の
花
が
10
鉢
ほ
ど
花
壇
の
よ
う
に
ア
レ
ン
ジ
さ
れ
、
所
々
に
置
か

れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
街
の
景
観
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
と
共
に
、
観

光
の
客
心
を
癒
し
て
い
ま
し
た
。

　

中
国
の
省
都
お
よ
び
大
都
会
の
公
園
や
植
物
園
の
池
に
は
、
蓮
が

植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
場
所
に
よ
っ
て
は
園
内
に
４
〜
５
０
０
０
鉢

の
蓮
の
花
が
並
べ
ら
れ
、
夏
の
風
物
詩
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
蓮
の
花
で
街
を
飾
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
い
つ

頃
か
ら
で
し
ょ
う
か
？　

そ
れ
は
12
世
紀
初
成
立
し
た
北
宋
（
９
６
０

〜
１
１
２
７
）
の
都
・
東
京
（
と
う
け
い
・
今
の
河
南
省
開
封
市
）

で
の
こ
と
で
し
た
。
そ
の
出
来
事
を
記
し
た
孟
元
老
著『
東
京
夢
華
録
』

（
と
う
け
い
む
か
ろ
く
）
に
は
、
次
の
よ
う
に
出
て
い
ま
す
。

　
「
御
街
（
皇
帝
が
と
お
る
道
）
は
幅
も
ひ
ろ
く
、
そ
の
両
側
に
煉

瓦
や
石
を
畳
ん
だ
御
溝
水
（
ほ
り
わ
り
）
が
２
本
あ
る
。
そ
こ
全
部

に
蓮
が
植
込
ま
れ
、
そ
の
岸
に
は
、
桃
・
季
・
梨
・
杏
の
木
が
植
わ
り
、

そ
の
ほ
か
色
々
の
花
も
ま
じ
っ
て
、
春
夏
の
頃
に
は
、
錦
繍
の
よ
う

な
眺
め
で
あ
っ
た
」。
約
９
０
０
年
前
に
蓮
の
花
で
街
を
飾
っ
て
い

た
様
子
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
日
本
で
も
蓮
の
花
で
街
を
飾
る
蓮
愛
好
家
が
現
わ
れ
て
い

ま
す
。
蓮
の
花
で
町
起
こ
し
を
し
て
い
る
福
島
県
桑
折
町
に
は
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
「
花
の
郷
夢
工
房
」
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
メ
ン
バ
ー
は
夏

に
な
る
と
、
町
内
の
主
な
場
所
に
鉢
植
え
の
蓮
を
お
き
、
人
々
の
心

を
爽
や
か
な
も
の
に
し
て
い
ま
す
。（
Ｚ
）

　

０
２
２

　

品
種
を
意
識
し
て
の
観
蓮
は
？

　

そ
の
最
初
は
、
12
世
紀
の
宋
代
、
中
国
で
の
こ
と
で
し
た
。
こ
こ

で
い
う
品
種
と
は
、
蓮
の
花
の
色
を
ち
ゃ
ん
と
意
識
し
、
観
賞
と
い

う
目
的
を
備
え
た
蓮
の
種
類
と
い
う
意
味
で
す
。

　

そ
の
根
拠
は
、「
宋
の
孝
宗
年
間
（
１
１
６
４
〜
１
１
８
９
）、
池

の
な
か
に
紅
と
白
の
荷
（
蓮
）
を
多
く
植
え
、（
具
体
的
に
は
）
焼

物
の
鉢
を
花
の
色
別
に
、
底
に
並
べ
る
。
そ
れ
を
時
に
入
れ
替
え
れ

ば
、
ま
さ
に
美
観
と
な
す
」
と
い
う
『
花
史
』
の
記
述
で
す
。

　

大
自
然
の
な
か
で
は
、
淘
汰
さ
れ
た
結
果
な
の
か
、
品
種
と
い
う

の
は
本
来
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
の
か
、
あ
る
１
つ
の
種
類
が
支
配
的

に
生
息
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
そ
れ
自
体
は
、
壮
観
で
あ
り
、
ま
こ

と
に
美
し
い
も
の
で
す
。
た
だ
人
間
と
い
う
動
物
は
、
そ
れ
と
は
異

な
る
景
観
に
も
ま
た
興
味
を
つ
傾
向
が
強
い
よ
う
で
す
。

　

鉢
な
い
し
甕
（
か
め
）
に
、
蓮
を
植
え
て
育
て
れ
ば
、
そ
の
地
下

茎
（
い
わ
ゆ
る
蓮
根
）
に
よ
り
、
品
種
を
保
つ
こ
と
が
可
能
で
す
。

こ
れ
は
園
芸
の
始
ま
り
で
あ
る
と
同
時
に
、
人
工
的
に
交
配
し
て
、

新
し
い
品
種
を
作
り
だ
す
こ
と
も
可
能
で
す
。
そ
の
結
果
と
し
て
、

観
蓮
の
楽
し
み
は
、
何
倍
に
も
ふ
く
ら
み
ま
す
。

　

蓮
の
品
種
そ
の
も
の
に
つ
い
て
、
中
国
で
は
、『
酉
陽
雑
俎
』（
ゆ

う
よ
う
ざ
っ
そ
。
９
世
紀
）
４
品
種
、『
遵
生
八
牋
』(

じ
ゅ
ん
せ
い

は
っ
せ
ん)

15
世
紀 

６
種
類
な
ど
が
古
い
記
録
で
す
。
日
本
に
は
、

蓮
の
絵
を
美
し
く
描
い
た
「
画
譜
」(

が
ふ)

と
し
て
、『
池
の
に
し
き
』

19
世
紀 

35
種
『
清
香
（
せ
い
こ
う
）
画
譜
』
19
世
紀 

55
種
な
ど
が
あ

る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
ま
す
。（
Ｇ
）

　

０
２
３

　

敦
煌
の
壁
画
に
、
観
蓮
の
絵
が
あ
る
？

　

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
第
２
９
０
窟
に
あ
る
壁
画
の
「
出
游
観
花
」

で
す
。
数
人
の
お
供
を
つ
れ
た
主
人
（
男
性
）
が
、
池
の
な
か
に

咲
く
蓮
の
花
を
観
て
い
ま
す
。
蓮
の
花
弁
は
、
現
在
、
そ
の
縁
が

黒
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
退
色
し
た
た
め
で
あ
り
、
本
来
は

赤
な
い
し
紫
色
だ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。　

　

敦
煌
（
甘
粛
省
）
で
観
蓮
を
す
る
主
人
は
、池
の
ほ
と
り
に
、ど
っ

し
り
と
座
り
、
お
供
の
者
た
ち
は
そ
の
後
ろ
に
立
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
衣
装
や
冠
り
も
の
か
ら
し
て
、
漢
族
で
は
な
く
、
い
ま
で
い

う
少
数
民
族
（
ウ
イ
グ
ル
族
）
の
よ
う
で
す
。

　

地
球
の
温
暖
化
に
、
警
鐘
が
鳴
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
確

か
に
、
人
間
の
生
活
か
ら
排
出
さ
れ
る
炭
酸
ガ
ス
や
、
オ
ゾ
ン
層

の
破
壊
と
関
係
が
あ
る
よ
う
で
す
。
同
時
に
、
こ
の
「
青
い
」
地

球
の
環
境
変
化
は
、
わ
れ
ら
の
理
解
と
想
像
を
、
は
る
か
に
越
え

る
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　

５
世
紀
の
敦
煌
に
は
、
無
数
の
寺
院
が
あ
り
、
人
び
と
の
豊
か

な
暮
ら
し
が
あ
り
、
観
蓮
が
で
き
る
ほ
ど
の
条
件
が
あ
っ
た
の
で

す
。
そ
ん
な
こ
と
は
、
現
在
、「
砂
漠
の
な
か
の
真
珠
」
に
た
と
え

ら
れ
る
敦
煌
か
ら
は
、
と
て
も
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
す
。

　

さ
ら
に
言
え
ば
、
楼
蘭
の
よ
う
に
、
流
れ
る
熱
砂
に
埋
も
れ
た

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
オ
ア
シ
ス
都
市
の
楼
蘭
は
、
漢
代
（
紀
元

前
後
４
０
０
年
間
）、
人
口
が
２
万
と
い
う
繁
栄
ぶ
り
で
し
た
。

　

明
る
い
話
題
を
、
２
つ
。

　

敦
煌
の
第
61
窟
に
は
、「
蓮
の
香
り
を
ま
く
香
積
菩
薩
」
の
壁
画

が
あ
り
ま
す
。
10
世
紀
の
五
代
の
作
品
で
、
五
彩
の
蓮
の
雲
に
の
っ

た
菩
薩
が
、
壷
か
ら
、
粒
状
の
光
り
か
が
や
く
「
蓮
の
香
り
」
を

下
界
に
ま
い
て
い
る
図
な
の
で
す
。

　

２
つ
目
。
新
疆
の
タ
ク
ラ
マ
カ
ン
砂
漠
の
北
に
位
置
す
る
コ
ル

ラ
も
、
歴
史
あ
る
オ
ア
シ
ス
都
市
で
、
現
在
は
原
油
の
積
み
だ
し

基
地
。
そ
の
東
に
あ
る
ボ
ス
テ
ン
湖
に
、
ア
シ
が
群
生
し
、
蓮
の

花
が
咲
い
て
い
る
と
い
う
情
報
が
あ
り
ま
し
た
。（
Ｇ
）

　

０
２
４

　

蓮
の
花
に
も
、
誕
生
日
が
あ
る
？

　

ほ
ん
と
で
す
、
蓮
の
花
に
誕
生
日
が
あ
る
、
と
い
う
の
は
。

　

農
歴
の
６
月
24
日
が
、
蓮
の
花
の
誕
生
日
で
す
。
こ
れ
を
新
暦
に

換
算
す
る
と
、
約
１
カ
月
ほ
ど
遅
く
な
り
、
７
月
の
中
旬
で
す
。

　

じ
つ
は
こ
れ
は
、
17
世
紀
の
明
末
に
、
蘇
州
の
民
間
か
ら
起
こ
っ

た
風
習
と
さ
れ
ま
す
。
こ
の
時
期
、
蘇
州
城
の
南
門
を
で
る
と
、
一

面
の
蓮
の
田
ん
ぼ
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。
蓮
の
花
は
、
当
然
の
こ

と
、
満
開
で
あ
り
、
い
ま
を
盛
り
と
咲
き
競
っ
て
い
ま
す
。
人
び
と

は
酒
食
を
用
意
し
、
小
舟
を
仕
た
て
、
蓮
の
花
の
海
へ
と
繰
り
だ
し

ま
す
。
飲
め
や
、
歌
え
や
、
と
い
う
楽
し
い
１
日
で
す
。

　

誰
い
う
と
も
な
く
、
こ
う
し
た
宴
の
日
の
こ
と
を
、
蓮
の
花
の
誕

生
日
と
か
、
荷
（
蓮
）
を
観
る
節
（
祭
り
）
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
風
習
は
や
が
て
、
全
国
の
蓮
の
あ
る
場
所
へ
と
広
ま
っ

て
い
き
ま
し
た
。
そ
れ
以
上
前
の
元
代
す
で
に
、
読
み
物
の
『
第
七

才
子
書
』
に
は
、
男
性
が
琴
を
つ
ま
び
き
、
そ
の
横
に
い
る
麗
人
と

観
蓮
す
る
描
写
が
あ
り
ま
す
。

　

人
に
誕
生
日
が
あ
る
よ
う
に
、
美
し
く
咲
い
た
蓮
の
た
め
に
、

誕
生
日
を
考
え
つ
い
た
の
は
、蘇
州
の
民
で
す
。
こ
れ
ぞ
ま
さ
し
く
、

「
文
化
力
」
で
す
。
蘇
州
は
、
か
つ
て
呉
の
国
都
で
あ
り
、
い
ま
も

昔
も
、
文
化
の
発
信
地
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
！
。

　

清
代
の
蘇
州
の
民
間
風

俗
を
紹
介
し
た
『
清
嘉
録
』

（
顧
禄
）
に
は
、
６
月
24
日
、

虎
山
か
い
わ
い
が
、
蓮
の

誕
生
日
で
賑
わ
う
様
を
「
荷

花
蕩
」（
か
か
と
う
）
と
表

現
し
、
紹
介
し
て
い
ま
す
。

日
本
の
文
化
人
た
ち
も
、

こ
の
麗
し
い
中
国
の
風
俗

に
注
目
し
ま
し
た
。
江
戸

末
期
の
詩
人
・
館
柳
湾
は
、

あ
ま
た
の
漢
籍
を
渉
猟
し
、

『
林
園
月
令
』
を
著
わ
し
て

い
ま
す
。
そ
の
中
に
は
、「
荷

花
蕩
」「
観
蓮
節
」
の
こ
と

が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。（
Ｇ
）


